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 今回は、「肉離れの病態理解と理学療法のポイント」について野口整形外科内科医院の青山英里先

生に講義をしていただいた。 
肉離れはスポーツ障害でよく遭遇する外傷の 1 つであり、その中でもハムストリングスの肉離れ

は発生率が高い。今回の講義では、ハムストリングスの解剖、肉離れの病態理解、大腿二頭筋での損

傷が多いことについて講義していただいた後に坐骨結節、腓骨頭、大腿二頭筋長頭、大腿二頭筋短頭、

半腱様筋、半膜様筋の触診を行った。 
解剖学的特徴として、大腿二頭筋、半腱様筋、半膜様筋の起始部は共同腱となり坐骨結節に付着す

る。また、大腿二頭筋は共同腱になる前に半腱様筋に付着する筋繊維が存在する。筋の形態としては、

ハムストリングスのうち大腿二頭筋短頭以外は二関節筋であり、大腿二頭筋長頭・半膜様筋は半羽状

筋、大腿二頭筋短頭・半腱様筋は紡錘状筋という特徴がある。ハムストリングスの中で大腿二頭筋長

頭の損傷は多く報告があり、その要因として二関節筋であること、半羽状筋であること、起始部が骨

に付着する手前で半腱様筋に付着する線維があること、筋線維が多いことなどが挙げられた。半羽状

筋と紡錘状筋では、半羽状筋の方が、筋が収縮した際に縮む距離が大きく、筋の伸張性は乏しい。よ

って、半羽状筋の方が肉離れの機会も多いとされている。また、大腿二頭筋長頭は筋長に対して筋線

維の長さが短いという特徴がある。このことから筋線維が多いことが分かり、筋線維が多いと筋断面

図は大きくなる。筋断面図は収縮力に比例するため、大腿二頭筋長頭は収縮力が大きいことが分かる。

以上のことから、解剖学的特徴の違いも大腿二頭筋長頭に肉離れが起きやすい一要因として考えられ

る。 
肉離れの発生機序として、筋が伸張された状態で高速度の遠心性収縮が加わると筋へのダメージは

より大きいものとなることから、スポーツ動作中の遠心性収縮が深く関与していることがいえる。 
疾走中の遊脚後期では、股関節最大屈曲から膝関節が伸展するため、ハムストリングスは最も伸張

される肢位となる。また、ランニング動作時のハムストリングスの筋活動をみると、立脚初期と遊脚

後期に筋活動が高く、その中でも大腿二頭筋の筋活動が大きくなることがわかる。遊脚後期では遠心

性に働くため、大腿二頭筋は最も伸張されるところで筋収縮が要求される。これらの要因も大腿二頭

筋長頭に損傷が多い要因でないかといえる。運動場面においては、短距離種目におけるフィニッシュ

動作は体幹前傾における股関節屈曲角度の増加はハムストリングスに伸張負荷の増加を及ぼし、加え

てストップ動作という遠心性収縮が必要とされるため、筋の伸張性負荷と筋自体の強力な筋活動によ

り肉離れのリスクが大きくなると考えられる。 
重症度分類からスポーツ復帰への目安としては、受傷直後のストレッチ痛があるかないかによって、

Ⅰ型なのかⅡ・Ⅲ型なのか判断される。また、診断にはMRIが用いられる。疼痛評価と画像所見を
照らし合わせてリハビリテーションを進めていく必要があるため、障害部位の把握が重要となり正確

な触診技術が必要となる。 
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